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壱岐の島新春マラソン大会 (1/13 )
今年からはじまったファミリーの部

「親子で達成感を味わいました。」
南相馬市から参加された親子の姿も！

さわやかに新春を駆けぬけて

◆平成25年１月31日発行       発行責任者：壱岐市議会議長　　編集：議会広報特別委員会

冬の議会だより
◇主な内容
◦11月、12月会議で決めたこと� 2Ｐ～
◦「どえーな補正予算のあると？」� 4Ｐ〜
◦一般質問（11人が登壇）� 8Ｐ〜
◦市民の声� 15Ｐ　
◦議会だよりクイズ� 16Ｐ　
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11月、12月会議で決めたこと
◦全会一致（全員が同じ意見）の議案� （議案と審議結果一覧表）

番号 議　　　　案　　　　内　　　　容 付託委員会 本会議採決結果

(継続審査)認定1 H23年度後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算
認定 （９月会議）厚生 11/5 認定

(継続審査)認定2 H23年度介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定 （９月会議）厚生 11/5 認定
11月会議議案1 H24年度一般会計補正予算（第５号） ー 11/5 可決

議案2 H24年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） ー 11/5 可決
議案3 H24年度三島航路事業特別会計補正予算（第１号） ー 11/5 可決

12月会議報告1 H24年度一般会計補正予算（第６号）の専決処分の報告 ー 12/11 報告済

報告２ H23年度壱岐クリーンエネルギー株式会社に係る経
営状況の報告 ー 12/11 報告済

報告３ 損害賠償の額の決定に関する専決処分の報告 ー 12/21 報告済
議案１ 和解及び損害賠償の額の決定（長崎県知事との和解） ー 12/11 可決
議案２ 和解（九州郵船株式会社代表取締役との和解） ー 12/11 可決

議案３ 長崎県後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更する
規約 厚生 12/21 可決

議案４ 壱岐市過疎地域自立促進特別事業基金条例の制定 総務文教 12/21 可決

議案５ 壱岐市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する
条例の一部改正 総務文教 12/21 可決

議案６ 八幡浦地区特定漁港整備工事請負契約の変更 産業建設 12/21 可決
議案７ H24年度一般会計補正予算（第７号） 予算特別 12/21 可決
議案８ H24年度介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 厚生 12/21 可決
議案９ H24年度簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 産業建設 12/21 可決
議案10 H24年度下水道事業特別会計補正予算（第２号） 産業建設 12/21 可決

議案11 H24年度特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算
（第１号） 厚生 12/21 可決

議案12 H24年度三島航路事業特別会計補正予算（第２号） 総務文教 12/21 可決
議案13 H24年度農業機械銀行特別会計補正予算（第２号） 産業建設 12/21 可決
議案14 H24年度病院事業会計補正予算（第１号） 厚生 12/21 可決
議案15 H24年度水道事業会計補正予算（第１号） 産業建設 12/21 可決
陳情１ 義務教育費国庫負担制度の堅持に関する陳情 総務文教 12/21 採択

議員発議１ 義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書の提出 ー 12/21 可決

議員発議２ 地球温暖化対策を推進するための森林整備等に係る財
源の確保を求める意見書の提出 ー 12/21 可決

議員発議３ 原発事故災害時の避難予測資料等に対する住民説明会
の開催を求める意見書の提出 ー 12/21 可決

議員発議４ 壱岐市議会基本条例の一部改正 ー 12/21 可決
議員発議５ 議会検討特別委員会の設置に関する決議 ー 12/21 可決

※ 賛否（賛成、反対）のあった議案はありません。
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和　解

条　例

◇和解及び損害賠償の額の決定
　長崎県港湾管理条例及び長崎県漁港管理条例
に規定された、フェリーターミナル可動橋の車
両通過料に毎年徴収不足が生じていた。壱岐の
場合、港湾施設管理者である壱岐市に九州郵船
が運賃の中から航送料金を支払い、毎月市から
県に納めている。
　航送料金は表①のように車両ごとに定められ
ているが、壱岐市発足以降も、これを一律27円
で計算していたため支払額の不足となった。（県
監査の指摘により発覚）
　これを是正し和解するため、過去４年分の使
用料不足額に対し、県25％・市25％・九州郵
船50％の割合で賠償金を支払うことで和解した。

〈損害負担額〉　　
長 崎 県：	 639,308円
壱 岐 市：	 639,307円
九州郵船：	1,022,892円	（市の委託手数料を除く）

表①	
車両通過料（車両１台につき）� 円
二輪自動車又は原動機付自転車 ２１
長さ５ｍ未満の自動車 ３２
長さ５ｍ以上10ｍ未満の自動車 ３７
長さ10ｍ以上の自動車 ４２

◇�過疎地域自立促進特別事業基金条
例の制定
過疎法（第12条）…過疎市町村が作成し
た自立促進計画に基づいて実施される各
種の事業の財源として過疎対策事業債（地
方債）を充てることができる。

　�　この過疎法により過疎対策事業（ソフト事
業分）の財源を確保するため基金（資金の積
み立て）を設け、平成24年初年度は２億４千
860万円を見込んでいる。

◇�消防団員の定員、任免、給与、服務
等条例の一部改正

　平成23年５月の第３期編成替えから、団長１
名、本部副団長２名、地区副団長12名（各町３
名）となった。今回は本部副団長の年額報酬13
万円を５万円増額し、改正後・団長20万９千
円・本部副団長18万円・各地区副団長13万円
となった。

郷ノ浦港の航送船可動橋

消防団郷ノ浦地区の部隊観閲（１月６日消防出初式）

Q 消防団活動の場合、地区単位での活動が主であ
り現場では地区副団長が指揮

をとっている。副団長については本部・地区一
律に報酬を上げることはできないのか。

Ａ本部副団長は県消防協会の評議員でもあ
り、今回改正の提案をしているが、地区副

団長については、消防団幹部会等の今後の会議
に委ねていきたい。
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予　算

光ケーブル断線危険個所

（12月補正）

❶ �しま共通地域通貨発行事業負担金�
� 410万円
　県内離島でプレミアム商品券を発行し、島外
の観光客等の購買意欲を上げ消費につなげる事
業で、商品券発行の準備作業に伴う経費負担金。 ❽ �光通信ケーブル網危険個所等調査

� 156万9千円
　光ケーブル網（560km）の電柱・ケーブルを
現地調査し、データ化・図面化で断線等が危惧
される場所を把握する。

❼ 住宅太陽光発電設備設置事業補助金
� 90万円
　１件６万円を15件分増額

❸ �市道維持補修事業� 3,040万円
　市幹線道路・生活道路の維持に係る修繕料
等の増額。

❻ �郷ノ浦図書館空調移設費� 220万5千円
　旧箱崎中学校から郷ノ浦図書館へ空調設備
を移設する。

❺ �市営住宅改修事業費 640万円
　石田町の大地・目坂・新中尾団地給水設備
改修工事費

❾ �清掃費� 18万5千円
　郷ノ浦町環境管理センターを平成24年度
中に解体する事業説明のため、公害防止委員
会を開催する際の委員報酬と、「壱岐の島ポイ
捨てゼロ宣言」署名自治会への認定証代。

❷ �かたばる病院統合に要する経費
� 145万1千円
　４月１日より、かたばる病院を壱岐市民病
院へ統合するために必要なシステム改修費。

❹ �ふれあい広場野外時計取替� 110万円
　グラウンドとテニスコートの間に両面ポー
ル型の時計を設置。

『どえーな補正予算のあると？』
ミルちゃん◇一般会計

Q しま共通通貨の発行目標は。

Ａ全体で年間36億、壱岐では９億６千万円の
商品券を発行目標とする。

※しまとく通貨…20％お得な商品券（５千円で
６千円分の商品券が買える）
　対馬、壱岐、五島、新上五島、小値賀、佐世保
市宇久の６つの「しま」で発行するプレミアム商
品券。島外からのお客様に利用して頂くという
もので、壱岐の人は他５つの離島に行ったとき
利用できる。�  詳しくは観光商工課 48-1111
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Q �各町の漏水率は。
A �簡易水道の
平成23年度の年間給水
実績では、郷ノ浦町
48%、勝本町45%、芦
辺町43%、石田町32%、
全体で42%。

Q �漏水対策について聞く。
A �日常の監視強化はもちろん、今年度から専門的な漏水調
査で高い精度で漏水箇所が特定されているので次年度も
継続して取り組む。

Q �水道管の布設で一番古いのはどこか。
A �郷ノ浦町では初山東触で37年前、勝本町では本宮仲触の
42年前、芦辺町では芦辺浦の34年前、石田町では石田西
触の40年前である。

Q �水道管の耐用年数は。
A �公営企業法では40年だが、設計基準強度では40~50年とされている。
Q �半分は垂れ流しの状態で非常におかしい、国の補助メニューをどんどん活用すべき。
A �末端の道路、墓地など日頃行かない場所等、市民の方にも巡視して頂きたい。
Q �上水道の漏水率は。
A �平成23年度、34%。
Q �漏水が多いことは利用者に対してコストが掛かっている。優先される政策課題であ

り、政策評価を高めるべきだ。
A �今後、政策評価に漏水対策を上げて取り組んでいく。
　　※�簡易水道とは、計画給水人口が5000人以下の供給区域での水道事業をいい、上水道とは計画給水

人口が5001人以上の供給区域で、市内では郷ノ浦町の一部が該当する。

簡易水道・門野田浄水場（郷ノ浦町）

　平成24年12月会議で簡易水道事業関係の補正予算が上程されたが、
水道の老朽管布設替え工事を年次継続的に行っている事業に対し各
議員から質問が集中した。

○Ｈ24．一般会計、特別会計 補正予算額一覧� （単位：千円）
会　　計　　名 現予算額合計 12月補正予算額 補正後予算額合計

一　　　　般　　　　会　　　　計 20,830,496 1,085,269 21,915,765 

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険事業特別会計 4,862,910 4,862,910
後期高齢者医療事業特別会計 306,594 306,594 
介護保険事業特別会計　    　　 3,026,838 780 3,027,618 
簡易水道事業特別会計　 　 899,298 △ 13,560 885,738 
下水道事業特別会計 402,616 △ 14,711 387,905 
特別養護老人ホーム事業特別会計 453,214 △ 3,521 449,693 
三島航路事業特別会計 123,597 1,317 124,914 
農業機械銀行特別会計 130,045 △ 1,060 128,985 

合　　　　計 10,205,112 △ 30,755 10,174,357 
一 般 会 計、特 別 会 計 の 合 計 31,035,608 1,054,514 32,090,122 

『壱岐の水道事業に注目』

漏水率
42%

有水率
58%

簡易水道（壱岐市全体）

有水率…市が給水区域に配水し
た水量に対して、メーター検針
によって料金対象となった割合。
漏水率…有効水とならなかった
水で漏れ出したとみられる割合。
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予算
特別委員会予算
特別委員会

総務
文教常任委員会総務
文教常任委員会

　

一
般
会
計
補
正
予
算（
７
号
）の
審
査
に
つ
い
て

原
案
可
決
と
し
た
。

主
な
審
議
内
容

Q�
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
合
併
特
例
事
業
債
活
用
の
予

定
は
。

A�
中
長
期
財
政
計
画
の
見
通
し
で
、
平
成
28
年
度
以

降
18
億
７
千
万
円
。

Q
生
ゴ
ミ
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
は
一
般
家
庭
ゴ
ミ
か
。

A�
当
面
は
事
業
用
ゴ
ミ
で
対
応
。
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
家
庭
ゴ
ミ
に
広
げ
て
い
く
。

Q
防
火
水
槽（
新
設
）の
減
額
補
正
の
理
由
は
。

A�
国
庫
補
助
の
決
定
に
よ
り
減
額
。
次
年
度
も
要
望

す
る
。

　

議
案
3
件
・
陳
情
２
件
の
付
託
を
受
け
審
査
し
、

全
議
案
可
決
、陳
情
を
採
択
し
意
見
書
を
提
出
。

　

壱
岐
市
消
防
団
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
今
後
、
消

防
団
員
の
減
少
・
高
齢
化
が
進
ん
で
い
く
中
で
、
消

防
団
の
統
合
も
検
討
し
、
本
部
の
体
制
も
考
慮
し
た

機
構
改
革
が
必
要
で
あ
る
。

　
報
酬
に
つ
い
て
、
本
部
副
団
長
は
地
区
団
長
と
本

部
補
佐
を
兼
ね
て
い
る
の
で
適
当
と
思
う
が
、
地
区

副
団
長
が
現
場
の
指
揮
を
と
り
そ
の
責
務
は
重
大
で

あ
る
。
本
部
副
団
長
と
の
報
酬
の
差
額
を
調
整
す
べ

き
で
あ
る
。

委 員 長：深見　義輝
副委員長：牧永　　護

委員：全議員
　　　（議長・オブザーバー）

委 員 長：今西　菊乃
副委員長：久間　　進

委員：中田　恭一、榊原　　伸
　　　小金丸益明、呼子　　好

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
４
議
案
は
、い
ず
れ
も
原

案
可
決
と
し
た
。

　
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
は
、入
院
患
者
・
外
来
患

者
の
減
少
に
伴
う
減
額
補
正
で
あ
る
。こ
れ
に
伴
い
収

益
も
３
億
７
千
万
円
の
減
額
と
な
る
。医
師
の
確
保
が

出
来
な
い
事
が
主
な
原
因
で
あ
る
。

　
４
月
か
ら
は
消
化
器
内
科
の
医
師
が
確
保
で
き
る

見
込
み
で
あ
る
等
、改
善
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
か
た
ば
る
病
院
と
の
統
合
や
病
院
企
業
団

加
入
に
向
け
て
、
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
が
発
足

し
た
。
抜
本
的
な
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
判
断

し
て
い
る
。

厚生
常任委員会厚生
常任委員会

委 員 長：町田　正一
副委員長：市山　和幸

委員：鵜瀬　和博、豊坂　敏文
　　　音嶋　正吾、久保田恒憲

委 員 会 レ ポ ー ト

　
議
案
５
件
の
付
託
を
受
け
審
査
を
お
こ
な
い
、
採

決
の
結
果
、全
議
案
可
決
し
た
。

審
議
中
の
意
見
・
要
望

◦�

補
助
金
等
を
利
用
し
て
ロ
ー
ル
ベ
ー
ラ
ー
を
導
入

し
て
い
る
畜
産
農
家
が
あ
る
が
、
将
来
的
に
過
剰

投
資
に
な
り
経
営
を
圧
迫
す
る
の
で
十
分
な
経
営

審
査
を
す
べ
き
。

◦�

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
は
成
果
が
上
が
っ
て
お
ら
ず
、

捕
獲
方
法
を
検
討
し
て
は
。

◦�

芦
辺
港
の
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
着
岸
場
所
を
タ
ー

ミ
ナ
ル
側
へ
変
更
す
る
事
、
及
び
砂
置
き
場
の
変

更
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

◦�

漂
流
物
・
漂
着
物
の
処
分
に
対
す
る
経
費
等
を
国

で
負
担
す
る
よ
う
要
望
す
べ
き
。

◦�

水
道
本
管
が
個
人
所
有
地
を
横
断
し
て
い
る
所
は
、

段
階
的
に
も
市
有
地
に
変
更
し
て
い
く
べ
き
。

産業
建設常任委員会産業
建設常任委員会

委 員 長：田原　輝男
副委員長：大久保洪昭

委員：牧永　　護、瀬戸口和幸
　　　中村出征雄、深見　義輝
　　　町田　光浩
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行政視察に行きました。
委員会名 派　遣　委　員　等 期間 視察先 調査項目

総務文教
常任委員会

◦今西菊乃　◦久間　進　　◦中田恭一
◦榊原　伸　◦小金丸益明　◦呼子　好
◦議会事務局　村部　茂

11月7日
　～９日

◦垂水市
◦武雄市

◦自主防災組織の取り組み（垂水市）
◦「My図書館」事業の概要調査（武雄市）
◦タブレット端末導入の授業活用状況（武雄市）

　垂水市の自主防災組織は、「自分の命は自分で、自分たちの地域は自
分たちで守り、行政を当てにするな」をモットーに、防災を地域おこし
へ繋げる素晴らしい取り組みであった。
　武雄市のMy図書館は、ⅰPadやスマートフォンを使い、図書館へ行
きにくい人達のための事業で、20~50歳代まで広く活用されている。
　タブレット型端末を活用した小中学校の授業導入により、児童の学
習への興味・関心度が上がっている。壱岐市も、IT社会へ対応する教育
の一環として取り入れたい事業である。
【写真：垂水市自主防災組織の視察】

厚　　生
常任委員会

◦町田正一　◦市山和幸　◦鵜瀬和博
◦豊坂敏文　◦音嶋正吾　◦久保田恒憲
◦議会事務局　米村和久
◦市民部長　川原裕喜

10月29日
　～ 31日

◦佐賀県
有田町

◦福岡市

◦知的障害者援護施設（有田町）
　　「あすなろの里」施設の運用状況
◦福岡市立「松濤園」救護ホームの運用状況

　知的障害者施設「あすなろの里」は、壱岐市にはない施設であり、
島外32施設に60人の方が入所されている状況を改善できるので
はと思い視察した。
　福岡市立「松濤園」は、生活保護受給者で身体・精神に著しく障
害がある人を対象にした救護ホーム。一人ひとりに応じた処遇計
画を立て、生きがいのある自立に向けた生活をしている。壱岐も
高齢化が進む中、介護状況を鑑み早急に整備する必要がある。

【写真：福岡市立「松濤園」】

産業建設
常任委員会

◦田原輝男　◦大久保洪昭　◦牧永　護
◦瀬戸口和幸　◦深見義輝　◦町田光浩
◦議会事務局　吉井弘二

10月28日
　～ 30日

◦佐世保市
◦福岡市

◦全国和牛能力共進会の応援（佐世保市）
◦観光関係について（福岡市）
　外国人誘致、教育旅行誘致、カワイイ区の現状
　博多港周辺の今後の展開、壱岐市との連携等

　全国和牛共進会の視察と壱岐市出品牛の応援に出向いた。壱岐市か
ら出品された６頭は、全頭が優等賞に輝き「壱岐牛」の名声を高めた。
　福岡市では、経済観光文化局が推進する５事業の観光行政について
説明を受けた。平成17年度から壱岐市職員を福岡市経済観光部に派遣
しており、福岡市観光ガイドブックに壱岐の観光情報を掲載しPRをし
ているが、福岡市の取り組みを参考に、壱岐市の活性化につなげたい。

【写真：福岡市築港の免税店を視察】

議会運営
委員会

◦鵜瀬和博　◦小金丸益明　◦田原輝男
◦今西菊乃　◦町田正一　　◦深見義輝
◦議会事務局　桝崎文雄

10月17日
　～ 19日

◦田川
市議会

◦鹿島
市議会

◦議会基本条例制定後の運用状況（両市議会）
◦議会改革（両市議会）
◦子ども議会（鹿嶋市議会）

　田川市議会は市民に開かれた議会を柱として、鹿島市議会は情
報公開度全国20位にランキングされるなど、情報発信に力を入
れ、本会議だけでなく常任委員会等も公開発信している。子ども
議会は、子ども達の目線で市の課題や問題指摘をすることは市に
とっても刺激となり実施すべきである。
　市議会と市の情報発信力の強化と情報の一元化、管理運用する
万全の体制を整える必要がある。

【写真：鹿島市議会を視察】

議会広報
特別委員会

◦町田光浩　◦久保田恒憲　◦瀬戸口和幸
◦榊原　伸　◦町田正一　　◦呼子　好
◦議会事務局　土谷和美

10月４日
 　～６日

◦えびの
市議会

◦嬉野
市議会

◦広報常任委員会の設置（えびの市）
◦�議会改革度ランキング全国３位に至る議会広
報の活用策等（嬉野市）

◦議会広報誌の編集方法（両市議会）
　今回、２市議会を視察し「議会広報」の充実に力を入れ、市民参加型
の議会を目指すための改革が求められていることを痛感した。
　えびの市議会のように常任委員会化するならば、議員全員の一致し
た意識改革が必要となる。嬉野市議会のように、任期中、議会活性化特
別委員会と議会広報編集特別委員会のどちらにも２年間席を置くシス
テムについては、「次回選挙後の運営に取り入れたい」との意見が我が
委員からも出ていた。

【写真：嬉野市議会の編集室を視察】



08壱岐市議会だより　2013年第36号

一 般 質 問

瀬
戸
口
和
幸 

議
員

Q	

蒸
気
機
関
車
が

か
わ
い
そ
う

　
消
防
署
前
の
那
賀
中
央
公

園
に
あ
る
蒸
気
機
関
車
は
風

雨
に
さ
ら
さ
れ
腐
食
が
進
行

し
無
残
な
状
態
に
な
っ
て
い

る
。
大
正
15
年
製
造
で
あ
る

が
昭
和
49
年
に
国
鉄
Ｏ
Ｂ
で

あ
っ
た
旧
芦
辺
町
職
員
の
音

頭
で
本
物
の
Ｓ
Ｌ
を
壱
岐
の

子
ど
も
に
見
せ
た
い
と
町
を

挙
げ
て
の
誘
致
活
動
で
設
置

さ
れ
た
当
時
の
思
い
を
尊

重
・
継
承
す
る
た
め
修
復
す

べ
き
。

A	

前
向
き
に
対
応

�

市
長

　
蒸
気
機
関
車
は
国
鉄
か
ら

芦
辺
町
が
管
理
す
る
貸
借
契

約
も
あ
り
、
修
復
す
る
こ
と

で
検
討
す
る
が
、
費
用
が
多

額
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
そ
の
場
合
、
議
会
に
相

談
す
る
。

Q	

原
子
力
災
害
の

避
難
は

①
市
長
は
県
知
事
に
島
外
避

難
の
拠
点
と
し
て
勝
本
港
の

整
備
を
要
望
し
て
い
る
が
、

整
備
に
は
多
大
の
時
間
等
を

要
す
る
と
考
え
ら
れ
、
ま
た

災
害
は
い
つ
生
起
す
る
か
判

ら
な
い
こ
と
を
勘
案
し
、
市

民
の
島
外
避
難
の
具
体
策
を

勝
本
に
固
執
せ
ず
他
の
港
か

ら
の
避
難
も
考
え
る
べ
き
。

ま
た
、
避
難
先
は
県
内
か
県

外
か
早
期
に
検
討
す
べ
き
。

②
市
指
定
の
避
難
所
に
は
情

報
の
収
集
・
発

信
の
た
め
光
ケ

ー
ブ
ル
回
線
を

整
備
す
べ
き
。

A	

島
外
避
難

方
法
は
県

と
協
調

�

市
長

①
避
難
拠
点
と

し
て
の
勝
本
港

の
整
備
に
つ
い

て
は
、県
へ
の
要

望
は
初
め
て
の

事
で
も
あ
り
、

時
間
等
を
要
す

る
が
、継
続
的
に
要
望
す
る
。

　

当
面
は
、
特
定
事
象
の
状

況
に
応
じ
て
現
有
の
港
湾
施

設
の
利
用
、
自
衛
隊
等
の
防

災
関
連
機
関
に
お
け
る
交
通

手
段
を
用
い
て
の
避
難
方
法

を
考
え
る
。
避
難
先
は
、
隣

接
県
等
の
広
域
連
携
の
協
議

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
県
内

ま
た
は
県
外
へ
の
避
難
を
考

え
る
。

②
避
難
所
で
光
ケ
ー
ブ
ル
の

未
整
備
の
施
設
に
つ
い
て
は

早
期
に
整
備
す
る
。

壱岐消防署前展示の蒸気機関車

新春マラソン

11人の議員が登壇
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市
山
　
和
幸 

議
員

Q	

自
主
財
源
の
確
保
を

　
公
用
車
を
有
効
活
用
し
て

有
料
広
告
の
掲
載
事
業
を
推

進
す
べ
き
。
料
金
設
定
な
ど

の
要
綱
は
実
施
に
向
け
て
ど

こ
ま
で
集
約
で
き
て
い
る
か
。

A	

歳
入
確
保
対
策
は
必
要

�

市
長

　
現
在
、
市
封
筒
の
有
料
広

告
や
、
ふ
る
さ
と
納
税
推
進

を
行
っ
て
い
る
。
歳
入
確
保

対
策
会
議
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
、
事
業
の
実
施

に
向
け
調
査
・
研
究
中
。

　
公
用
車
を
利
用
し
て
の
有

料
広
告
掲
載
に
つ
い
て
は
、

実
施
に
向
け
取
り
組
む
。

Q �
独
居
高
齢
者
に
安
心
を

　
市
は
県
の
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
、
独
居
高
齢
者
見
守
り

事
業
を
25
年
２
月
か
ら
実
施

予
定
で
、
現
在
あ
ん
し
ん
サ

ポ
ー
タ
ー
を

養
成
中
で
あ

る
と
思
う
が

継
続
す
べ
き

事
業
で
あ
る
。

次
年
度
以
降

も
県
の
補
助

対
象
に
な
る

の
か
。

 

ま
た
、
検

討
中
の
光
ケ

ー
ブ
ル
を
利

用
す
る
安
否

確
認
シ
ス
テ

ム
は
、
ど
こ

ま
で
進
展
し

て
い
る
の
か
。

A�
事
業
継
続
す
る

�

市
長

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
３
０
０

人
が
利
用
を
希
望
。
来
年
度

以
降
も
介
護
支
援
事
業
と
し

て
実
施
し
た
い
。

　
光
ケ
ー
ブ
ル
利
用
を
、
総

務
省
の
事
業
に
４
千
５
０
０

万
円
を
要
求
し
た
が
、
採
択

に
至
ら
な
か
っ
た
。
今
後
し

っ
か
り
研
究
し
て
い
く
。

Q	

島
内
産
の
食
材
利
用
を

　
学
校
給
食
の
島
内
産
利
用

食
材
は
約
６
割
。
も
っ
と
上

げ
る
べ
き
と
思
う
が
、
コ
ス

ト
が
厳
し
い
な
ら
給
食
費
を

上
げ
て
で
も
理
解
は
得
ら
れ

る
と
思
う
。
市
の
活
性
化
に

向
け
て
努
力
す
べ
き
。

A	

地
場
産
品
を
極
力
活
用

�

教
育
長

　
給
食
セ
ン
タ
ー
の
今
年
度

４
月
か
ら
10
月
ま
で
の
地
場

産
品
の
活
用
率
は
69
％
を
上

回
っ
た
。
市
の
活
性
化
の
た

め
に
も
安
心
・
安
全
な
学
校

給
食
の
提
供
に
努
め
、
極
力

地
場
産
品
を
活
用
し
て
い
く
。

一 般 質 問

音
嶋
　
正
吾 

議
員

Q	

不
均
衡
な
予
算
執
行

①
合
併
時
の
掛
け
込
み
事
業

優
先
の
予
算
執
行
は
是
正
す

べ
き
。
特
に
石
田
町
の
道
路

建
設
着
工
は
皆
無
で
あ
る
。

消
防
署
所
管
事
業
も
著
し
く

不
均
衡
で
あ
る
。
対
等
合
併

の
主
旨
に
反
す
る
。

②
地
域
の
均
衡
あ
る
一
体
的

整
備
上
、
地
域
審
議
会
の
開

催
が
必
要
で
あ
る
。
開
催
回

数
が
著
し
く
少
な
い
。
何
故

か
。

③
市
職
員
と
し
て
ポ
ス
ト
を

利
用
し
て
我
田
引
水
的
職
権

乱
用
を
し
て
い
な
い
か
。

A	

均
衡
あ
る
地
域
振
興

�

市
長

①
合
併
前
の
道
路
改
良
に
つ

い
て
は
当
初
の
計
画
通
り
に

継
続
し
て
い
る
が
、
路
線
数

や
財
源
の
都
合
に
よ
り
完
了

ま
で
の
期
間
が
長
引
い
て
い

る
の
が
現
状
。
堆
肥
セ
ン
タ

ー
関
連
、
一
般
廃
棄
物
処
理

施
設
関
連
及
び
圃
場
整
備
関

連
道
路
以
外
の
一
般
的
な
新

規
着
工
は
市
内
い
づ
れ
も
無

い
。

②
実
施
状
況
が
少

な
い
事
は
遺
憾
に

思
っ
て
い
る
。

③
そ
う
し
た
事
は
、

あ
っ
て
な
い
と
確

信
し
て
い
る
。

Q �
島
の
商
店・

存
亡
の
危

機
①
相
次
ぐ
大
型
小

売
店
舗
進
出
に
対

す
る
市
長
の
見
解
。

②
条
例
の
制
定
は
困
難
で
あ

る
が
、
要
綱
に
よ
る
進
出
の

規
制
は
若
干
可
能
で
あ
る
。

整
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

③
現
在
進
出
済
み
の
店
舗
に

対
し
て
、
所
得
割
分
の
納
入

や
地
元
雇
用
の
拡
大
等
の
地

域
貢
献
対
策
の
協
力
を
願
う

べ
き
で
は
な
い
か
。

「
巧こ
う

言げ
ん

令れ
い

色し
ょ
く、鮮す
く

な
し
仁じ

ん
」

（
心
に
も
な
い
口
先
だ
け
の

答
弁
は
い
ら
な
い
。）

A	

憂
慮
す
る
事
態

�

市
長

①
壱
岐
の
小
売
店
の
将
来
を

考
え
、大
変
憂
慮
し
て
い
る
。

②
１
０
０
０
㎡
未
満
の
店
舗

規
制
は
困
難
。
商
工
会
も
県

議
会
議
長
、
国
会
議
員
に
要

望
書
を
提
出
し
て
い
る
が
、

大
規
模
小
売
店
舗
法
の
見
直

し
以
外
に
方
法
は
な
い
。

③
法
人
市
民
税
は
税
法
上
、

所
得
割
分
も
従
業
員
数
に
よ

っ
て
納
税
さ
れ
る
と
理
解
し

て
い
る
。

「
剛ご

う
毅き

木ぼ
く
訥と

つ
仁じ

ん
に
近
し
」

（
飾
り
気
も
な
く
誠
実
に
取

り
組
む
）

合併前から整備要望のある石田町市道・錦山尻線

学校給食の献立　「ひじきご飯・ひきとうし・わかめ酢の物」
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一 般 質 問

小
金
丸
益
明 

議
員

Q	

空
家
、空
地
対
策
を

　

市
内
各
地
で
、
空
家
、
空

地
が
散
見
さ
れ
、
年
々
増
加

傾
向
に
あ
る
。
所
有
者
の
管

理
不
全
が
原
因
で
、
近
隣
住

民
の
生
活
環
境
を
阻
害
し
て

い
る
物
件
に
対
し
て
は
、
指

導
勧
告
、
命
令
、
強
制
撤
去

等
実
効
性
の
あ
る
条
例
を
早

期
に
制
定
し
、
住
民
の
安
心

安
全
を
確
保
す
べ
き
。
ま
た

助
成
制
度
を
活
用
し
危
険
家

屋
の
除
去
、
優
良
空
家
の
再

生
等
、
行
政
の
積
極
的
な
関

与
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

A	「
近
い
う
ち
に
」

や
り
た
い

�

市
長

　
問
題
視
し
て
い
る
。
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
は
、
検
討

し
近
い
う
ち
に
や
り
た
い
。

解
体
費
用
の
助
成
は
来
年
度

か
ら
予
算
化
を
検
討
す
る
。

　
活
用
可
能
な
家
屋
は
、
Ｉ

タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者

等
に
提
供
で
き
れ
ば
と
考
え

る
。Q	

下
水
道
の
格
差
是
正

　
加
入
時
に
負
担
金
15
万
円

徴
収
さ
れ
る
地
区
と
10
万
円

助
成
さ
れ
る
地
区
が
あ
り
使

用
料
も
２
別
さ
れ
て
い
る
。

　
旧
町
時
代
の
政
策
が
未
だ

に
踏
襲
さ
れ
、
不
公
平
行
政

が
顕
在
し
て
い
る
。
加
入
条

件
と
使
用
料
の
格
差
を
是
正

し
統
一
し
た
上
で
加
入
率
を

向
上
さ
せ

る
こ
と
が

急
務
で
あ

る
。
郷
ノ

浦
地
区
の

高
負
担
無

助
成
は
振

興
基
金
を

活
用
し
て

で
も
、
遡

さ
か
の
ぼ

っ
て
清
算

し
公
平
な

使
用
料
を

徴
収
す
べ

き
。

A	

矛
盾
は
理
解
す
る
が

�

市
長

　
現
時
点
で
の
対
策
は
打
て

な
い
。
平
成
18
年
３
月
議
会

で
の
行
政
報
告（
長
田
市
長
）

で
も
、
返
金
は
せ
ず
使
用
料

で
調
整
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

当
時
、
議
会
も
承
認
し
て
い

る
。
な
お
現
在
、
継
続
事
業

（
工
事
）中
で
あ
り
、終
了
後

な
ら
、
議
論
の
余
地
は
あ
る

と
考
え
る
。

町
田
　
正
一 

議
員

Q	

漁
業
者
を
救
う

振
興
策
を 

　
上
半
期
の
前
年
度
対
比
で

15
％
以
上
の
漁
獲
髙
の
落
ち

込
み
が
あ
る
。
燃
費
の
高
止

ま
り
50
％
以
上
の
水
産
物
輸

入
で
は
漁
師
は
生
活
で
き
な

い
。

①
１
ℓ
あ
た
り
の
燃
費
、
正

組
合
員
数
は
。

②
市
内
の
漁
業
で
の
年
間
消

費
量
と
、
70
円
の
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
価
格
を
設
定
し
た

時
の
補
助
額
は
。

③
現
在
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
で
は
沿
岸
漁
民
に
は
メ
リ

ッ
ト
が
な
い
。
10
億
程
度
の

全
国
事
業
費
で
は
問
題
外
。

１
ℓ
50
円
か
ら
の
燃
費
補
償

を
強
く
要
望
す
べ
き
。

A	 

何
と
し
て
も
や
る

�
市
長

①
１
ℓ
あ
た
り
Ａ
重
油
84
円

～
91
円
。
正
組
合
員
数
は
１

２
７
９
人
、
軽
油
は
１
０
８

円
～
１
３
４
円
。

②
Ａ
重
油
９
６
０
８
キ
ロ
リ

ッ
ト
ル
で
、
１
億
４
７
８
９

万
円
の
補
助
金
に
な
る
。

③
現
在
１
１
３
７
人
の
内
、

３
４
８
人
が
利
用
。

　
県
も
次
の
２
点
の
要
望
を

上
げ
て
い
る
。

◦
原
油
高
騰
が
始
ま
っ
た
平

成
16
年
１
ℓ
50
円
の
時
期
ま

で
基
準
を
下
げ
る
事
。

◦
積
立
を
１
対
１
か
ら
１
対

３
に
す
る
。

　
組
合
長
会
、
３
離
島
の
市

長
と
協
議
し
て
何
と
し
て
も

実
現
し
た
い
。

Q	

福
祉
施
策
に

つ
い
て

　
福
祉
施
設
は
マ
ン

パ
ワ
ー
の
領
域
が
大

き
く
、
雇
用
対
策
と

し
て
も
有
効
。

①
介
護
保
険
法
外
の

施
設
・
生
活
保
護
法

の
救
護
施
設
や
知
的

障
が
い
者
の
厚
生
施

設
、
累
犯
障
が
い
者

更
生
施
設
等
。

②
箱
中
跡
地
に
予
定

し
て
い
る
民
間
公
募

の
特
養
の
状
況

③
１
５
０
人
が
待
機
待
ち
の

状
態
に
あ
る
老
人
ホ
ー
ム
の

増
床
計
画
は
。

A	

考
え
方
は
大
賛
成

�

市
長

①
各
施
設
に
つ
い
て
は
模
索

す
る
が
、
地
域
の
理
解
が
必

要
と
な
る
。

②
公
募
を
２
月
ま
で
に
実
施
、

３
月
中
に
は
事
業
者
を
決
定

し
、
平
成
26
年
度
中
に
は
事

業
開
始
の
予
定
。

③
次
期
福
祉
計
画
で
の
検
討

に
な
る
。
独
居
・
高
齢
者
夫

婦
が
将
来
の
不
安
予
防
の
意

味
で
申
し
込
ま
れ
て
い
る
ケ

ー
ス
も
多
い
。

　芦辺漁港停泊中の漁船

　　施工中の公共下水道工事
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豊
坂
　
敏
文 

議
員

Q	

給
与
制
度
の
見
直
し

　
病
院
企
業
団
加
入
の
た
め

に
は
給
与
制
度
の
見
直
し
が

急
務
。
病
院
職
員
だ
け
の
見

直
し
は
不
公
平
で
あ
る
。
市

職
員
全
体
を
見
直
す
べ
き
。

A	

職
員
全
体
を
見
直
す

�

市
長

　
全
て
の
一
般
職
員
を
対
象

に
現
在
職
員
組
合
と
交
渉
中
。

Q 
下
水
道
接
続
を
早
急
に

　
学
校
施
設
の
下
水
道
等
へ

の
接
続
が
さ
れ
ず
、
こ
ど
も

達
は
毎
日
毎
回
大
変
な
違
和

感
と
不
便
さ
を
強
い
ら
れ
て

い
る
。

　
今
年
度
か
ら
校
舎
等
の
耐

震
化
工
事
に
併
せ
、
下
水
施

設
へ
の
接
続
を
早
急
に
実
施

す
べ
き
。

　
ま
た
、
原
島
給
食
セ
ン
タ

ー
は
浄
化
槽
設
置
済
か
。

A	

早
急
に
実
施
す
る

�

教
育
長

　
耐
震
化
工
事
と
併
せ
、
早

急
に
接
続
で
き
る
よ
う
進
め

る
。
原
島
給
食
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
使
用
す
る
水
量

等
を
考
え
た
中
で
の
適
切
な

浄
化
槽
の
設
置
に
向
け
て
取

り
組
む
。

Q	�
公
設
特
養
ホ
ー
ム

　
特
養
ホ
ー
ム
建
設
に
向
け

た
進
捗
状
況
は
。

A 
場
所
は
湯
ノ
本
に

�

市
長

　
当
初
、
平
成
24
年
３
月
完

成
を
目
指
し
計
画
を
進
め
て

い
た
が
、
大
震
災
が
発
生
し
、

埋
立
地
で
の
見
直
し
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。

　
場
所
は
湯
ノ
本
地
区
に
と

思
っ
て
い
る
。

Q	�

日
本
農
業
賞
作
物
の

振
興

　
第
一
次
産
業
の
厳
し
い
現

下
の
中
、行
政
の
施
策
を
。

　
水
産
に
つ
い
て
は
、鮮
魚
出

荷
よ
り
も
活
魚
販
売
化
策
を
。

　
農
業
振
興
に
対
し
て
日
本

農
業
賞
作
物
で
あ
る
壱
岐
産

ア
ス
パ
ラ
振
興
策
の
初
期
投

資
に
向
け
た
行
政
の
支
援
を

早
急
に
す
べ
き
。

A	

支
援
強
化

�

市
長

　

市
単
独
で
昨
年
の
９
月
か

ら
全
国
初
の
認
定
漁
業
者
制

度
並
び
に
漁
業
後
継
者
対
策

を
実
施
、今
年
10
月
か
ら
輸
送

コ
ス
ト
支
援
事
業
を
実
施
中
。

　
第
一
次
産
業
が
壱
岐
の
浮

沈
の
鍵
を
握
っ
て
お
り
、
今

後
も
積
極
的
に
支
援
す
る
。

ア
ス
パ
ラ
は
研
究
し
た
い
。

牧
永
　
　
護 

議
員

Q	

均
衡
あ
る
農
地
開
発
を

　
基
盤
整
備
が
進
ん
で
い
る

が
、
そ
の
地
域
に
格
差
が
あ

る
。
市
長
は
農
業
振
興
が
必

要
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、

現
状
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

基
盤
整
備
が
終
わ
っ
た
地
区

は
生
産
組
合
等
が
で
き
上
昇

気
流
に
あ
る
が
、
リ
ー
ダ
ー

が
い
な
い
地
区
は
非
常
に
難

し
い
。
こ
の
よ
う
な
地
域
に

こ
そ
行
政
が
手
を
差
し
伸
べ

農
業
振
興
を
図
る
べ
き
。

A	

糸
口
を
見
つ
け
る

�

市
長

　
確
か
に
各
町
別
の
整
備
率

に
大
き
な
差
が
あ
る
。
行
政
、

Ｊ
Ａ
、
地
元
が
別
々
に
進
ん

で
は
難
し
い
。
一
体
と
な
っ

て
基
盤
整
備
を
行
お
う
と
す

る
気
持
ち
の
高
ま
り
、
ま
た

団
結
の
糸
口
を
見
つ
け
る
た

め
に
努
力
し
た
い
。

Q	

光
ケ
ー
ブ
ル
の
活
用

　
数
多
く
の
世
帯
が
光
ケ
ー

ブ
ル
を
利
用
を

し
て
い
る
が
、

高
齢
者
対
策
に

つ
い
て
も
早
急

に
事
業
活
用
を
。

A�
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

を
推
進

�

市
長

　
光
ケ
ー
ブ
ル

の
活
用
に
つ
い

て
は
、
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
安

全
安
心
サ
ポ
ー

ト
な
ど
色
々
考
え
て
い
る
。

高
齢
者
の
安
否
確
認
事
業
に

つ
い
て
は
25
年
度
も
申
請
す

る
。

　
県
単
独
の
事
業
も
あ
る
の

で
検
討
す
る
。

Q	

原
発
に
対
す
る

説
明
不
足

　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
数
値
等
、

今
回
出
さ
れ
た
規
制
委
員
会

の
指
標
な
ど
は
全
て
に
不
信

感
が
あ
る
。
市
長
は
再
稼
働

に
反
対
で
あ
る
が
、
今
後
ど

の
よ
う
な
反
対
運
動
を
す
る

の
か
。

A	
分
か
り
や
す
く

広
報
す
る

�

市
長

　
市
長
で
あ
る
以
上
壱
岐
市

民
の
安
全
安
心
の
た
め
に
も

再
稼
働
は
反
対
で
あ
る
。

　
規
制
委
員
会
の
玄
海
原
発

か
ら
の
拡
散
予
測
に
つ
い
て

は
私
も
信
用
出
来
な
い
。
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
数
値
等

の
説
明
は
怠
っ
て
い
た
の
で
、

今
後
は
原
子
力
に
対
す
る
分

か
り
や
す
い
広
報
を
行
い
た

い
。

　原子力防災訓練（11月17日）

アスパラの収獲
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一 般 質 問

久
保
田
恒
憲 

議
員

Q	

４
月
か
ら
の
病
院

運
営

　
平
成
25
年
４
月
か
ら
市
民

病
院
と
か
た
ば
る
病
院
を
統

合
さ
れ
る
が
、
統
合
す
る
と

ど
ん
な
良
い
病
院
に
な
る
の

か
。
そ
の
準
備
の
進
み
具
合

に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

A �
役
割
分
担
で
進
行
中

�

市
長

　
統
合
の
一
番
の
メ
リ
ッ
ト

は
経
費
等
重
複
し
て
い
る
部

分
の
合
理
化
と
思
う
。
か
た

ば
る
病
院
の
入
院
患
者
の
方

に
と
っ
て
も
、
い
ち
早
い
治

療
が
受
け
ら
れ
る
等
良
い
状

況
と
な
る
。
健
診
の
混
雑
等

の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、

役
割
分
担
で
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。

Q	

市
民
力
事
業
に
つ
い
て

①
採
用
さ
れ
た
事
業
例
を
示

す
等
、
分
り
や
す
い
募
集
に

し
て
欲
し
い
。

②
事
業
を
選
ぶ
人
達
の
中
に

応
募
者
が
い
る
の
は
良
く
な

い
と
思
う
が
。

③
補
助
金
を
使
っ
た
時
は
そ

の
表
示
を
す
る
べ
き
。

A �
指
摘
内
容
は
検
討

し
た
い

�

市
長

①
市
民
に
も
っ
と
理
解
し
て

頂
く
努
力
を
し
た
い
。

②
事
業
の
中
身
で
査
定
し
て

い
る
が
、
少
し
問
題
が
あ
り

そ
う
な
気
が
す
る
。

③
事
業
広
報
の
や
り
方
と
し

て
検
討
し
た
い
。

Q	

学
校
の
優
勝
カ
ッ
プ
等
は

　
各
大
会
で
勝
利
を
手
に
し

た
証
で
あ
る
優
勝
旗
や
ト
ロ

フ
ィ
ー
等
、
飾
る
場
所
が
せ

ま
い
が
、
展
示
の
規
則
が
あ

る
の
か
。

A �

学
校
長
の
判
断
で
展
示

�

教
育
長

　
社
会
体
育
で
の
大
会
が
多

く
な
り
、
学
校
へ
の
展
示
希

望
も
増
え
て
い
る
。
展
示
ス

ペ
ー
ス
の
関
係
等
を
考
え
、

各
学
校
の
校
長
の
判
断
で
あ

る
が
、
子
ど
も
の
励
み
と
な

り
成
長
を
促
す
よ
う
な
差
別

の
無
い
展
示
と
な
る
よ
う
指

導
す
る
。

鵜
瀬
　
和
博 

議
員

Q	

知
恵
を
結
集
せ
よ

　
離
島
振
興
法
改
正
や
国
体

な
ど
が
待
ち
構
え
、
こ
れ
か

ら
は
特
に
管
理
職
、
職
員
の

機
動
力
、
企
画
力
が
重
要
。

士
気
高
揚
に
努
め
る
べ
き
。

①
職
員
提
案
制
度
と
職
員
表

彰
の
施
行
後
の
実
績
は
。

②
今
後
の
取
組
み
の
具
体
的

内
容
は
。

③
厳
し
い
現
状
打
破
の
カ
ン

フ
ル
剤
的
施
策
が
必
要
。
現

状
把
握
の
た
め
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
式
の
島
内
関
係
団
体
に
よ

る
異
業
種
交
流
懇
話
会
を
設

置
す
べ
き
。
地
域
審
議
会
の

活
用
を
。

A 
積
極
的
な
提
案
を
促
す

�

市
長

①
職
員
の
意
識
改
革
に
よ
り

市
政
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
職
場
や
担

当
業
務
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
幅
広
い
提
案
を
募
集
。

提
案
件
数
１
件
。
表
彰
実
績

は
な
い
。

②
離
島
振
興
計
画
の
策
定
と

定
住
・
経
済
対
策
の
ソ
フ
ト

事
業
を
関
係
部
署
連
携
し
進

め
る
。

③
年
度
内
に
懇
話
会
の
設
置
、

地
域
審
議
会
等
も
活
用
し
て
、

市
民
や
団
体
、
産
業
が
主
体

と
し
て
責
任
あ
る
か
か
わ
り

を
強
め
る
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
。

Q	

子
ど
も
議
会
の
開
催
を

　
各
小
中
学
校
の
代
表
者
が

議
員
に
な
り
、
本
市
の
問
題

や
課
題
、
将
来
へ
の
希
望
な

ど
を
子
ど
も
目

線
で
提
案
し
、

市
役
所
や
議
会

の
仕
組
み
、
役

割
な
ど
を
学
習

す
る
こ
と
で
政

治
や
ま
ち
づ
く

り
に
自
主
的
に

参
加
す
る
意
欲

が
高
ま
る
の
で

は
。
壱
岐
ビ
ジ

ョ
ン
の
生
中
継

や
各
学
校
の
光

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
活
用
を
。

A 
教
委
主
催
で
は

厳
し
い

�

教
育
長

　
開
催
の
趣
旨
、
意
義
は
十

分
理
解
で
き
る
が
、
時
間
割

的
な
問
題
、
そ
の
諸
準
備
に

少
々
課
題
が
残
り
、
教
育
委

員
会
の
主
催
と
な
れ
ば
厳
し

い
。
別
の
組
織
等
の
主
催
で

協
力
要
請
等
が
あ
れ
ば
積
極

的
に
対
応
す
る
。
今
後
、

様
々
な
課
題
解
決
や
提
案
を

一
緒
に
考
え
て
い
く
。
壱
岐

ビ
ジ
ョ
ン
等
の
活
用
は
ぜ
ひ
、

お
願
い
す
る
。

�

市
長

　
市
と
し
て
は
歓
迎
す
る
。昨年の盈科小学校６年生の模擬議会

満杯の受賞トロフィー（盈科小学校）
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中
村
出
征
雄 

議
員

Q	

合
併
特
例
債
の

有
効
活
用 

①
24
年
度
末
の
合
併
特
例
債

の
実
績
は
。

②
25
年
度
起
債
予
定
額
は
。

③
合
併
特
例
債
の
有
効
活
用

に
つ
い
て

④
合
併
特
例
債
が
不
足
し
た

場
合
の
対
応
は
。

A 
積
極
的
運
用
を
図
る

�

市
長

①
９
年
間
で
ハ
ー
ド
事
業
102

億
円
。
ソ
フ
ト
事
業
19
億
円

の
見
込
み
。

②
予
定
額
15
億
円
、
残
り
５

年
間
で
25
億
円
。

③
市
町
村
建
設
計
画
に
基
づ

く
事
業
へ
の
活
用
を
積
極
的

に
図
る
。

④
現
段
階
で
の
限
度
額
増
額

に
つ
い
て
県
へ
の
要
望
は
考

え
て
い
な
い
。

Q	

市
民
病
院
の
今
後

の
見
通
し

①
病
院
職
員
給
与
構
造
改
革

に
つ
い
て
、
今
後
の
取
り
組

み
は
。

②
今
年
度
末
の
累
積

赤
字
は
26
億
円
を
超

え
、
憂
慮
す
べ
き
事

態
で
あ
る
が
ふ
る
さ

と
市
町
村
圏
基
金
、

合
併
振
興
基
金
か
ら

の
繰
入
は
で
き
な
い

か
。

③
病
院
企
業
団
加
入

の
可
能
性
に
つ
い
て

④
赤
字
削
減
に
合
併

特
例
債
の
活
用
は
で

き
な
い
か
。

A 
企
業
団
加
入
へ
前
進
中

�

市
長

①
壱
岐
市
全
職
員
の
給
与
制

度
の
見
直
し
で
総
人
件
費
の

抑
制
を
行
う
。

②
特
定
目
的
基
金
の
た
め
繰

入
は
で
き
な
い
。自
己
資
本
金

18
億
５
千
万
円
と
、か
た
ば

る
病
院
の
利
益
剰
余
金
等
を

補
て
ん
財
源
と
考
え
て
い
る
。

③
県
病
院
企
業
団
の
指
導
助

言
で
前
進
し
て
い
る
。
加
入

時
期
は
平
成
26
年
４
月
１
日

を
希
望
し
て
い
る
。

④
市
町
村
建
設
計
画
外
へ
の

活
用
は
困
難
と
認
識
す
る
。

Q	

障
が
い
者
洋
式
ト
イ
レ

の
整
備

　
公
園
等
、
公
共
施
設
等
で

の
障
が
い
者
用
洋
式
ト
イ
レ

の
整
備
状
況
と
、
今
後
の
整

備
計
画
に
つ
い
て
質
す
。

A 
計
画
的
に
整
備
す
る

�

市
長

　
洋
式
ト
イ
レ
の
整
備
状
況

は
、
公
共
施
設
46
箇
所
中
整

備
率
は
63
％
。
公
衆
便
所
43

箇
所
の
整
備
率
は
59
％
。

　
財
源
的
な
問
題
も
あ
る
が
、

利
用
頻
度
の
高
い
施
設
か
ら

逐
次
整
備
し
て
い
く
。

一 般 質 問

呼
子
　
　
好 

議
員

Q	

全
共
成
果
と
肉
用
牛
振
興

　
長
崎
全
共
に
48
万
人
が
訪

れ
成
功
し
た
が
、
壱
岐
へ
の

波
及
効
果
は
あ
っ
た
か
。

　
出
品
牛
も
好
成
績
を
収
め
、

長
崎
和
牛
の
名
声
を
博
し
た

が
、
現
在
壱
岐
の
飼
育
頭
数

が
６
１
０
０
頭
に
減
少
し
て

い
る
。
壱
岐
の
経
済
を
支
え

る
肉
用
牛
振
興
は
大
切
で
あ

り
、
現
在
の
補
助
事
業
の
見

直
し
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

A	

危
機
的
な
頭
数
減
少

�

市
長

　

全
共
後
、
秋
田
、
沖
縄
、

島
根
よ
り
視
察
に
来
島
。

　
12
月
子
牛
市
前
回
比
105
％

45
万
９
千
円
、
去
勢
50
万
円

超
す
好
成
績
。
肉
用
牛
は
農

畜
産
物
の
65
％
、
壱
岐
の
経

済
に
貢
献
し
て
い
る
が
、
高

齢
化
に
よ
る
頭
数
減
少
が
目

立
っ
て
い
る
。Ｊ
Ａ
を
含
め
、

生
産
組
合
等
と
の
連
携
を
模

索
し
、担
い
手
育
成
に
努
め
る
。

Q	

電
気
料
金
の
値
上
げ
申
請

　
九
州
電
力
㈱
は
25
年
４
月

よ
り
１
世
帯
当
た
り
３
７
８

円（
８・
51
％
）、
事
業
者
は

平
均
２
６
０
４
円

（
14・
２
％
）の
値
上

げ
申
請
し
て
い
る
。

消
費
者
の
生
活
、
中

小
企
業
者
は
大
き
な

負
担
増
で
あ
る
。
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
へ

の
推
進
・
対
策
は
。

A�
経
費
節
減・

情
報
開
示

�

市
長

　
市
役
所
の
電
気
料

金
は
67
施
設
で
年
間
２
億
４

千
３
０
０
万
円
。
値
上
げ
分

は
２
７
０
０
万
円
と
な
る
が
、

原
子
力
発
電
所
が
再
稼
働
し

た
場
合
で
あ
っ
て
、
こ
れ
以

上
の
値
上
げ
が
予
想
さ
れ
る
。

　
４
メ
ガ
の
リ
チ
ュ
ー
ム
電

池
を
壱
岐
市
に
設
置
す
る
事

が
決
定
し
た
。

Q
保
育
所
の
統
一
し
た
運
営

　
仕
事
を
持
っ
て
い
る
若
い

母
親
の
願
い
で
あ
る
。

　
保
育
所
の
運
営
を
統
一
し
、

へ
き
地
保
育
所
の
預
か
り
時

間
を
３
時
か
ら
６
時
ま
で
延

長
で
き
な
い
か
。

　

保
育
士
は
１
５
４
人
中
、

正
職
員
は
23
人
、
責
任
の
重

さ
か
ら
も
正
職
員
化
を
。

　
ま
た
、
幼
保
一
元
化
の
進

捗
状
況
は
。

A	

６
時
ま
で
の
預
か
り
検
討

�

市
長

　
柳
田
、
志
原
へ
き
地
保
育

所
は
夕
方
６
時
ま
で
預
か
っ

て
お
り
、
25
年
度
の
申
込
状

況
を
勘
案
し
て
検
討
す
る
。

　
幼
保
一
元
化
子
育
て
支
援

検
討
委
員
会
の
答
申
を
待
つ
。

　障がい者にやさしい洋式トイレ

元気に登園「おはようございます。」
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◇�義務教育費国庫負担制度
の堅持に関する意見書

　�　全国的な教育水準を確保し安定した
地方財政を構築するために、義務教育
費国庫負担制度の堅持と、国庫負担率
を2006年以前の２分の１に復元する
ことを要望。

◇�地球温暖化対策を推進するための森林整
備等に係る財源の確保を求める意見書

　�　国全体で地球温暖化問題を真剣に取り上げ、森林吸収源
対策を協力に推進し、2013年度の政府予算編成において
財源確保の措置を講じ、CO2排出抑制対策への支援を充実
することを要望。

※�それぞれ意見書を、内閣総理大臣外
関係機関へ送付した。

◇�原発事故災害時の避難予測資料等に対
する住民説明会の開催を求める意見書

　�　�　「原子力災害対策重点区域指定」と「玄海原発周辺の放
射性物質拡散予測図」について、原子力規制委員会、及
び九州電力㈱による住民説明会の開催を要望。

私たちの願い

「市議会に行きました。」

　鯨伏小学校６年生の皆さん（市議会前にて）

　12月12日、鯨伏小学校６年生の皆さん12名が社会見学で
市議会を傍聴をしました。
　感想文の一部を紹介します。
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市民 声の

議会だよりクイズの応募の
中で、お寄せいただいたご
意見やご感想をご紹介する
コーナーです。

2014年、国体が開
催されるので「B1グラン
プリ」みたいな、壱岐や九州
のB級グルメを招致されるな
らと思いました。大規模なイベ
ントでなくても、壱岐のおい
しいものがPRできたらと
思います。　� 37歳

昨年、壱岐に引っ越
してきて、離島ということ
で不安がありましたが壱岐の
人たちの優しさや親切な対応に
日々感謝しながら娘2人と主人と
毎日楽しく過ごしています。1つだ
け要望があるとすれば、雨の日の
子どもが過ごす（遊ぶ）場所が
ないことです。� 29歳

年内に大きな店
があちこちと開店しま
すけど、人口の少ない壱
岐、大丈夫なのでしょう
か？個人の店はどうなる
のでしょう。これから
の壱岐が心配です。
� 60歳

あんしんサポー
ターの取り組みいい
ですねー！私共も高齢に
なるにつれ、何かと不安
です。安心・安全の町づ
くり…応援します。
� 74歳

仕事や学校で離れ
ると壱岐へ再び帰る人
は少ないので残念です。人
口が減少していけば、ますま
す産業の不振、人口減少の加
速はもっと早まるのでは。早
急に対策をまとめないと
いけない課題ですね。
� 20歳

この議会だよりは
読みやすく隅から隅ま
で目を通すと壱岐市の全て
がわかります。市外に住んで
いる兄弟が○○新聞をとって
壱岐の情報を得ていますが、
この冊子を送りたいな…
と思っています。
� 64歳

行政が還暦式を
実施しているのは壱
岐市だけなんですね！
　どうか、私達の還暦の
時まで続いていますよ
うに。
� 48歳

ちょっとブレイク 「わぁ～大人になったね！」
　成人式会場にて（1月13日）
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集
　
後
　
記

壱岐市議会だよりは地球に優しい植物油インキで印刷されています。

お知らせ
壱岐市ホームページ

（http://www.city.iki.nagasaki.jp）の
市議会のインデックス（見出し）を検索す
ると、市長行政報告および議員の一般質
問の音声を生で聞くことができます。また
市議会会議録は、議会事務局・市役所本
庁（総務課）・各庁舎（市民生活班）・各
図書館で閲覧できます。ご利用ください。

○公職選挙法の規定について
　お中元・お歳暮や、祝儀・
見舞い等の金品を送ることや、
暑中見舞い・年賀状などの挨
拶状や有料の広告は禁止され
ております。
　市民みなさまのご理解とご
協力をお願い申し上げます。

壱岐市議会議員一同

○編集　 議会広報特別委員会
〒 811-5521  
長崎県壱岐市勝本町西戸触 182-5
　　TEL：0920-42-1111
　　FAX：0920-42-0096
【 E-mail 】  iki-gikai@city.iki.lg.jp
【 ＵＲＬ 】  http://www.city.iki.nagasaki.jp

　
皆
様
、新
年
を
迎
え
ら
れ「
今
年
も
幸
せ
な
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
」と
心
か
ら
願
わ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

昨
年
は
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
、
市
民
に
開
か

れ
た
議
会
を
目
指
す
べ
く
、
市
内
４
か
所
で
議
会
報

告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
皆
様
方
の
意
見
や
提
案
を

市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
執
行
部
に

対
し
厳
し
い
発
言
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

４
町
が
合
併
し
、
壱
岐
市
誕
生
か
ら
今
年
３
月
で

丸
９
年
が
経
ち
ま
す
。

　
「
無
駄
を
な
く
し
、
改
革
を
進
め
、
知
恵
を
絞
り
、

実
行
す
る
。」そ
う
容た
や
す易

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

一
歩
一
歩
を
踏
み
し
め
て
市
民
の
希
望
を
叶
え
て
い

く
所
存
で
す
。

　
ま
た
、地
方
分
権
が
進
み
、議
会
の
果
た
す
役
割
と

責
任
の
重
大
さ
を
再
認
識
す
る
も
の
で
あ
り
、
よ
り

一
層
、議
会
運
営
の
向
上
を
図
り
、努
力
し
て
参
り
ま

す
。

�

呼
子　
　
好

議
会
広
報
特
別
委
員
会
　

委
員
長
　
町
田
　
光
浩

副
委
員
長
　
久
保
田
恒
憲

委
員
　
瀬
戸
口
和
幸

                    

委
員
　
榊
原
　
　
伸 

                    

委
員
　
町
田
　
正
一

                    

委
員
　
呼
子
　
　
好

第16回

第15回クイズの答え
①安心サポーター　②500円　
③126件　　　
応募総数36人で全員全問正解です。ご
応募ありがとうございました。

～ 第15回クイズの当選者 ～
鮎川陽子様　長嶋淑子様
原田華恋様　堀江幸子様

　辻口あいり様　（順不同）　
おめでとうございます！ 

ピース

クイズに答えて
図書カード（1,000円）
が当たります。皆さんの
ご応募待ってま〜す!!

クイズ　「次の問題に答えよう」
　　　　 ○に当てはまる言葉は何かな？
その①　�県内離島で発行されることになった20％

お得な島共通のプレミアム商品券を○○
○○通貨という。

その②　�壱岐市給食センターで壱岐産の食材活用
率は○○％を上回る。

その③　�壱岐市誕生から今年３月で丸○年が経過
する。

　ヒント　�この議会だよりの中に答えがあり
ますので、最初から最後まで良く読
んでみてください。

《応募方法》クイズの答え・住所・氏名・年齢をお書きのうえ、
ハガキでご応募ください。
議会だよりを読んだご感想や、市政へのご意見・ご要望
などもお書き添えください。
ご意見等は、「市民の声」のコーナーで、できるだけご紹
介させていただきます。
正解者の中から、抽選で５名の方に図書カード 1,000 円
分をお贈りします。
� （当選者の発表は次号に掲載）

《あて先》  〒 811-5521
　　　　　　壱岐市勝本町西戸触 182-5
　　　　　　　　壱岐市議会事務局 宛
《しめきり》平成 25 年２月 28 日（当日消印有効）

《個人情報の取り扱いについて》ご記入いただきました個人情報は、賞品発送・当選者発表および『市民の声』等の
目的以外には利用いたしません。

志原保育所の
お友だち

らいむちゃん じゅりちゃん

せなくん
こうちゃん

みゆちゃん

クイズI K I
CITY


